
令和６年１２月２６日（木曜日）

１ 出席議員は次のとおりである。

２ 職務のため議場に出席した者の職氏名は次のとおりである。

３ 地方自治法第121条の規定により説明のため議場に出席した者の職氏名は次のとおりである。

４ 議事日程は次のとおりである。

議事日程 令和６年１２月２６日（木曜日） 午後２時００分開議

第 １ 会議録署名議員の指名

第 ２ 会議日程の決定

第 ３ 諸般の報告

第 ４ 議案第６８号 第８次三春町長期計画の策定について

５ 会議次第は次のとおりである。

（開会 午後２時００分）

…………・・ 開議宣言 ・・…………

○議長 ご苦労様です。

ただ今出席している議員は１６名です。定足数に達しておりますので、これより、令和６

年三春町議会１２月第１回会議を開会します。

これより本日の会議を開きます。

本日の議事日程はタブレットに掲載したとおりでございます。

…………・・ 会議録署名議員の指名 ・・…………

○議長 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により９番三瓶文博議員、１０番篠崎聡議員の両
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名を指名します。

…………・・ 会議日程の決定 ・・…………

○議長 日程第２、会議日程の決定を議題とします。

お諮りします。本会議の日程は本日１日限りとしたいと思いますが、ご異議ございませんか。

（異議なしの声あり）

○議長 異議なしと認めます。

よって、本会議の日程は、１２月２６日の１日限りと決定しました。

…………・・ 諸般の報告 ・・…………

○議長 日程第３、諸般の報告を行います。

地方自治法第１２１条第１項の規定に基づき、執行側からの説明のための出席者は、掲載してあ

る届出の写しのとおりであります。

…………・・ 議案第６８号 第８次三春町長期計画の策定について ・・…………

○議長 日程第４、議案第６８号「第８次三春町長期計画の策定について」を議題とします。

町長より提案理由の説明を求めます。

坂本町長。

○町長 改めましてこんにちは。本日は大変ご苦労様です。

本日提案させていただきました議案は１件でございます。議案第６８号「第８次三春町長期計画

の策定について」であります。これは第７次三春町長期計画が令和６年度、今年度で終了すること

から、令和７年度を始めとしました第８次三春町長期計画を策定するため、議会の議決を求めるも

のでございます。

基本的な話を若干させていただきます。ご承知のとおり、この長期計画は二部構成といいます

か、基本構想と基本計画から成っております。

基本構想は１０年間、令和７年、西暦で言いますと２０２５年から令和１６年、２０３４年まで

の１０年間を期間としております。少子高齢化がますます深刻化して影を落としている。そういっ

た時代背景を踏まえまして、町の将来像の実現のため、目指す方向性及び基本目標などを目標とし

て示しております。

もう一つ、基本計画は１０年間という長期ではなく、前期と後期の５年ずつに分けて、基本的な

ものを掲げてございます。今申し上げました基本構想に掲げております将来像の実現のために、基

本目標ごとに各分野で実施していく主な取り組みをまとめたものが基本計画ということで、今回

この策定の中に含めてございます。

そして、具体的な事業の実施につきましては、この基本構想・基本計画を踏まえまして、それぞ

れ個別に或いは分野別にそれぞれの実施計画的なものを作りまして実行に移して参りますので、

本日説明申し上げます基本構想・基本計画のさらにその下にぶら下がるといいますか、それに関連

して今後決めていくということになりますので、構想或いは基本計画の進むべき道筋、そういった

ものについてご審議いただければありがたいというふうに思っております。

なお、今回の計画策定にあたりましては、従前のアンケート調査やパブリックコメントはもちろ

ん、各地区との意見交換も行いましたが、その他に地区住民或いは中学生なども交えましたワーク

ショップを初めて実施しております。今までに比べますと、各年代層或いは関係者の範囲がかなり

広くなっておりますので、今までよりは特に中学生の皆さん、そして今までこういったものにはご

縁のなかった方も参加していただきましたので、より身近なものということで感じていただける

のではないかなというふうに自負してございます。

どうぞ慎重に審議くださいまして、可決くださいますようお願い申し上げまして、挨拶とさせて



いただきます。よろしくお願いいたします。

○議長 続いて、担当課長より説明を求めます。

渡辺企画政策課長。

○企画政策課長 それでは資料の方ですが、第８次三春町長期計画をご覧いただければと思いま

す。

表紙めくっていただきまして、手紙がありまして、町長挨拶。その次に目次がございます。目次

を改めてご説明申し上げたいと思います。

長期計画の構成についてでこざいます。「はじめに」ということで、「長期計画とは」ということ

で、先ほど町長からも話がありましたが、計画の趣旨・内容等の説明を記載させていただいており

ます。

２番目に「計画策定にあたって」ということで、７次長計における取り組みの評価、それから統

計的なデータ等々を基にした三春町の特徴、そして町民の意向・ニーズということで、ワークショ

ップ等々アンケート調査を実施しておりますので、そういった内容を取りまとめているというと

ころでございます。

そうした点を踏まえまして、「基本構想」ということで３７ページからになりますが、まず１つ

目に「本町の将来像」ということで、基本理念といたしまして改めてになりますが、町民憲章、も

う一つは町民自治基本条例というものを基本理念として捉えているということでございます。

将来像としまして「いつまでも“ゆかしい”まち三春」というものを掲げているというところで

ございます。２番目に「将来の目標人口」ということで、１０年後の目指すべき将来人口、１万４，

５００人というものを掲げております。

基本目標でございますが、町民のニーズ等々を踏まえまして、５つの基本目標を掲げておりまし

て、ここまでが基本構想ということで１０年単位の内容だということでご理解いただければと思

います。

次に基本計画。こちらの方が基本目標に照らして、それぞれの政策分野ごとにどんな取り組みを

していくのかということで、主な取り組みということで掲載をさせていただいております。

「基本目標１ 『こどもの笑顔』はぐくむ地域づくり」から「基本目標５ 『安心な暮らし』は

ぐくむ地域づくり」まで、それぞれの政策分野の中で取り組みを進める主な内容を掲載させていた

だいております。

その次、「重点プロジェクト」ということで、「デジタル田園都市総合戦略」ということで掲載さ

せていただいておりますが、長期計画の中でも人口減少と地域経済縮小のための取り組みについ

ては、重点的な位置付けのもとに取り組みを進めるということで、重点プロジェクトとして改めて

掲載をしているという内容になっております。こちらの方も同じように、基本目標の１から５まで

掲げて、取り組みを進めるという形になっております。細かい内容の説明は時間の都合もあります

ので省略させていただきますが、１２月６日の全員協議会の際に提示させていただきました、長期

計画全体版から若干修正はしております。見やすくするとか、文言の修正等々はさせていただいて

おりますが、大きく変えているような箇所はございませんので、これをもって説明とさせていただ

ければと思っております。

説明については以上でございます。

○議長 説明が終わりました。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

２番三瓶一壽議員。

○２番（三瓶一壽議員） １２月６日にもお話したかと思うんですけども、第８次長期計画という



ことで様々な計画を練っていただいているんですけども、このタイトル。前もお話したこのタイト

ルの「“ゆかしい”まち」っていうのは町民憲章の一節から取られたっていうことは分かるんです

けども、具体性がないっていうか、ちょっと漠然としすぎて、言葉はきれいなんですけども「じゃ

あ何をするの？」っていうのが分かりづらいのかなと。前も指摘したとおり思います。町としては

この辺をどういうふうに捉えているのか、説明をお願いします。

○議長 ただいまの質問に対する答弁を求めます。

渡辺企画政策課長。

○企画政策課長 長期計画のページ数になりますが、３９ページを改めてご覧いただければと思

います。

３９ページに「いつまでも“ゆかしい”まち 三春」ということで、将来像を掲げさせていただ

いております。説明書きをご覧いただければと思うんですが、冒頭の方に意見交換・ワークショッ

プの中で、町民の多くの方が三春町の良いところだと感じている点につきまして、「人の温かさや

つながり」、あとは「自然環境や田園風景」、「歴史や文化」などが挙げられているということで、

こうしたものについては後世に伝え残していかなければならないというところで捉えているのが

一つ。

その次でございます。人口減少や少子高齢化に歯止めがかからない状況等々、急激な社会変化が

見込まれる中で、人の生き方や価値観が多様化していくなかでも、町の良いところを守り、活かし

ながら、町民の一人ひとりが「ふるさと」である三春町を大切に想い、幸せを感じながら共生して

いく「まちづくり」を目指すということで考えております。

その下には言葉の中に込めた想いの説明書きをさせていただいておりますが、長期計画の大き

な枠組みの中で、三春町全体の将来を見据えた中で、こうした想いを込めて表現させていただいて

おります。

「少し抽象的だ」というご指摘はありますが、町としましてはこうした想いを全体の計画の将来

像として掲げるということで整理をさせていただいております。行政全体を運営していく、網羅し

ていく中での計画の大きな目標ということで、こうした言葉で表現をさせていただいているとい

うことで、ご理解いただければと思っております。

以上です。

○議長 ほかに質疑はありますか。

２番。

○２番（三瓶一壽議員） 今のお話は回答になっていないというか、私が言っているのは、例えば

この「いつまでも“ゆかしい”まち 三春」とか云々っていうのは、これは基本構想だと思うんで

すね。三春町の将来像を遠く展望したときの構想だと思うんですよ。今回、８次長計とかって長期

計画をやっているのは、町が具体的に行動していく指針を表さなきゃいけない内容なのかなと理

解してます。

そういった中で、この言葉が悪いとか良いとかじゃなくて、非常にきれいで良い表現なんですけ

ど、これでは町民の人たちが具体的に何をどういうふうに、どっちの方向に行動したら良いのかっ

ていうのが理解されないんじゃないかと思うんですけども。

前もちょっとお話ししましたが、こういう表現よりは、むしろ長期計画の場合、例えばもっとコ

ンパクトなまちづくりをすると。三春らしいコンパクトな地域づくりということをテーマに考え

るということの方が、非常に町民にも分かりやすいし、活動していくうえでは重要なことなのかな

と思いますけども、いかがでしょうか。

○議長 質問に対する答弁を求めます。



坂本町長。

○町長 ご意見ありがとうございます。いろんな考え方があるかと思うんですが、今ご例示いただ

きました、例えばコンパクトなまちづくりを推進しようということになれば、これは具体的なミッ

ションということになりますので、そういった意味では、分かりやすい表現はその都度使うべきだ

と思います。

ただ今回、全体像を踏まえてどういうふうな表現が良いかというのは、内部でも大分揉みまし

た。ちょっと余談になるんですが、私個人としては「“いつくしむ”まちが良いんじゃないか」と

かそういった発言もございましたし、「『笑顔とがんばりの町』っていうのはどこかで聞いたことあ

るな」という話も出たりしたんですが、ある意味ふわっとしたイメージで表現することは特に変わ

っていることとは思いませんので、そして三春町の、特にこの旧町内の雰囲気をやると、なんとな

くしっとりとした落ち着いた、そして人当たりの優しいそういったものは共通してありますので、

そういったものは前面に出すということと、あと今ご質問いただいたように、「“ゆかしい”ってな

んだ」ということになって、ある意味興味関心を持っていただける面もあるものですから、これは

平たく言うとキャッチコピーといいますか、興味を持っていただくためには「うん？」と思わせる

ような表現の方が良いかなと思いまして最終的に決断いたしました。

２番議員のお話はまさにそのとおりだと思うんですが、それはその場面・その部門でやっていき

ましょうと。号令をかけるときにはそういった具体的な表現が必要だと思うんですが、まず「三春

ってどんな町？」って言われたとき、ちょっと誇らしげに「ゆかしい町です」っていうふうに使う

場面も数々あるものですから、こういった表現は必要だなというふうに思いまして、ご覧のとおり

製本したものでございます。

以上です。

○議長 ほかに質疑はありませんか。

２番。

○２番（三瓶一壽議員） 今の話で、町長の気持ちもよく分かります。よく分かるんですけど、で

したら「“ゆかしい”まち」というイメージテーマも必要かと思いますんで、これはこれとして。

ただ、長期計画のうちの８次長計というのは、前半とか後半とかそういう細かい時系列で分けてく

中には、どうしても…

私が言っているのは、「コンパクト」というのは「町半分に切れ」っていう話ではなくて、三春

にはいろんな地区があって、町民の人たちの自治活動が盛んになって良いまちづくりができてい

るかと思いますんで、その辺も含めた形で、各地区の意見をどんどん吸い取れるというか協調して

いけるような形で、この前期計画とか後期計画の中には是非ともそういうものをどこかに入れて

ほしいなと。

何かの契約書の片隅に小さく書いてあって、「ここに書いてあるじゃないか」という話じゃなく

て、こういうものはやっぱり目につくところに挙げるべきものなのかなと思いますので、その辺よ

ろしくご検討をお願いしたいなと思います。

○議長 質問に対する答弁を求めます。

坂本町長。

○町長 今のご意見、十分に検討させていただきます。

ただ、「具体的にこのようにします」ということではないというふうに思いますので、そういっ

たご意見も踏まえて、例えば各地区に入るときには「前回こういった話でしたよね」「こういうテ

ーマはどうでしょうか」というときに、今２番議員がご提示になりました、具体的なテーマで気持

ちを一つに合わせるというときには、そういった適切な表現を使う場合もあるということでご理



解いただければありがたいです。

以上です。

○議長 他にありませんか。

６番石井一正議員。

○６番（石井一正議員） 「投資的経費」というものを見させてもらいまして、令和６年度に２６

億円という数字を見たんですが、モンベルの投資額としてはこれの何％ぐらいを予算化したんで

しょうか。質問させていただきたいと思います。

○議長 ６番議員に申し上げます。ページを示して質問してください。

○６番（石井一正議員） ちょっとページが分からないんですが、「財政の状況」というところで

…

○議長 担当課長が答弁しますので。

渡辺企画政策課長。

○企画政策課長 ページで申し上げますと、長期計画の２１ページのご質問になろうかと思いま

す。

財政の状況ということで、歳出で令和６年度の決算見込額ということで掲載をさせていただい

てございます。そのうち、投資的経費のところになりますが、２６億円強の見込額になってござい

ます。

モンベルに関わる事業の見込みでございますが、細かい数字を手元に持ち合わせていないので

概算にはなりますが、今行っております、三春の里の下に建設している本体施設の工事費は今年度

終了する見込みになってございますので、本当に概算にはなりますが、１０億円程度の金額にはな

ろうかということで今想定をさせていただいているところでございます。

以上です。

○議長 ほかに質疑はありませんか。

（なしの声あり）

○議長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（なしの声あり）

○議長 討論なしと認めます。

これより議案第６８号を採決します。

本案は原案のとおり決することに、ご異議ありませんか。

（異議なしの声あり）

○議長 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。

…………・・ 町長挨拶 ・・…………

○議長 以上で、本会議の日程は全て終了しました。ここで、町長より発言があればこれを

許します。

坂本町長。

○町長 ただいま可決いただきまして、本当にありがとうございました。

来年度から始まる第８次長期計画、大変な時代を迎えるんですが、今後１０年後「こんな

はずじゃなかった」というふうにするために、皆さんのお力を借りながら、小さくてもキラ

リと光る三春町、過去にあったキャッチフレーズですが、そういった町にぜひともしていき

たいと思います。今後とも力添えを賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

さて、今年も今日を除けばあと５日で終わりとなります。今年１年振り返ってみますと、



大変いろんなことがありすぎて、「そういえば重大ニュースなんだっけ」っていう話もしたん

ですが、特に橋本勝也選手の金メダルということをトップに、かなり誇らしい１年だったな

というふうに思っております。

来年は合併７０周年記念、その他さまざまな記念すべき出来事が重なる年になります。い

わゆるハレの日或いはハレの年になっていくことが確実であります。職員一丸となって一生

懸命町を発展させるためのさまざまな計画或いはイベントなどを展開して参ります。

議会の皆様におかれましても、さまざまご提案、引き続きご指導お願い申し上げまして、

簡単ではありますが挨拶とさせていただきます。どうぞご自愛のうえ、良いお年をお迎えく

ださい。

終わります。

…………・・ 散会宣言 ・・…………

○議長 これで、令和６年三春町議会１２月第１回会議を散会します。ご苦労様でした。

（閉会 午後 ２時２４分）

上記、会議の経過を記載して相違ないことを証するためここに署名する。

令和６年１２月２６日

福島県田村郡三春町議会

議 長 影 山 初 吉

署 名 議 員 三 瓶 文 博

署 名 議 員 篠 崎 聡
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